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作物生産システム工学講座今野繁雄

(技術部作物・分析系)

@職場紹介

私は昭和32年に北海道大学農学部付属農場農機具部に採用になりました。その後、
昭和42年に農学部農業工学科作物生産システム工学講座(旧称農業機械学講座)に配

置替えとなり、同時に農場兼務となり現在に至っています。

φ仕事内容
作物生産システム工学講座は、農業工学科にあって農用車両システム工学および農産

物加工工学講座と連携して、農業機械分野を担当しています。したがって、本講座は作

物栽培用作業機を核として土壌・作物・労働に関わる教育・研究を行っており、その特

徴から、全教職員が付属農場農機具部を兼担しています。農場籍で農機具部に配属され

ている若沢技官と私は当講座および農機系3講座の下で実験・実習の指導ならびに補助、

実験装置の制作、直営ほ場の栽培管理を分担していて、その活動場所は農業機械特別実

験室、農場の農機実験室、および畑80aと水田10aのほ場ですO
特別実験室には、エンジン性能試験用水動力計を備えたベッド、トラクター牽引力試

験用コンクリ ート路面、 4種類の土(粘土・砂・火山灰・植壌土)を入れた幅4m長さ47m深

さ1mの3本のソイルピン(土槽)とソイルピンの両側に敷設されているレール上を走行す

るトレーリングカー(計測車)等の設備があり、天候に影響されることなく、冬期間でも

土壌を使った実験・研究ができます。トレーリングカーは、農用トラクターと同じ油圧

作動3点ヒッチと動力取り出軸(PTO軸)を持っており、ソイルピン内の土を踏まずに、ト

ラクタ一周作業機の実験・研究ができます。このような大規模室内実験施設は、わが国

でも有数のものです。

農機実験室には、ホイストクレーン、国立大学での中ではここにしか無いといわれて

いる火床、エアーハンマ一、3種類の溶接機、旋盤、フライス盤、ボール盤、コッター

マシン等の工作機械や設備があり、この他に、実験・実習用のトラクターや作業機も管

理してます。

私達が支援する学生の実験・実習は、農業機械学実習、農業作業機械学実験、機械材

料及び工作実習です。農機実習では、水田や畑で5種の作物(水稲、馬鈴薯、ビート、ス

イートコーン、エン麦)を栽培し、トラクタや各種作業機を使って、耕起、播種、移植、

除草間引き、収穫作業等の実習を行う o 作業機実験では、播種機・施肥機・スプレーヤ

等の性能試験、耕転効果の実験等を行っています。材料・工作実習では、火床や工作機

械を使つての素材加工から切削加工、手仕上げ作業によって、図面通りに部品を作る実

習と、溶接実習、および機械材料の組織検査・強度試験等を行っています。これら実験

実習では、学生を少人数の班に分け、各班には教官か技官が必ず付いて指導し、工作機

械等による事故を絶対起こさない様に特段の注意を払っています。

夏休みにはいると、教官の研究や卒論・修論の実験装置の製作や実験が多くなり、私

たちも学生も、のんびりとはいきません。農場や特別実験室を使って、現在行われてい

る主な研究は、物理除草の最適化の研究、画像処理による野菜苗の選別、畦追従制御の

ための作物列センサの開発、直播ビートの自動間引装置の開発、ブームスプレーヤの散

布量制御、作業機振動の非線形力学解析等です。

レク リェーションとしては、毎年6月に旧農機系3講座対抗ソフトボール大会を行って

n，白
F
hd
 



「
います。 4年目・院生・職員等がそれぞれの講座に分かれての熱いリ ーグ戦の後のジン
ギスカンとビールは格別のものがあります。また、 11月にはふいご祭を行っています。

これは鍛治場の火の神を祭る行事で、歴史は古く神代の時代から始まったといわれます

が、ここでは講座創設以来の伝統行事です。これら行事は、日頃から機械という無味乾

燥なものを扱っている関係上、学生、院生、教職員、ときにOBをも加えて有機的なつな
がりを得る絶好の機会です口

@今後の方向または希望

近年の農業機械・トラクターも電子制御化が進み制御技術も複雑になり、現在我々の

持っている技術では対応できない場合が多く新しい技術習得には積極的に各種の技術研

修会や技術講習会に参加して対応していきたいと思います。
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